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特別利益及び特別損失並びに法人税等調整額（益）の計上に関するお知らせ 

 

  本日公表の 2024 年３月期（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）におきまして、下記のとおり特別利益及

び特別損失並びに法人税等調整額（益）を計上しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益の計上について 

 （１）固定資産売却益（連結・個別） 

     2023 年９月 15 日付「固定資産の譲渡及び特別利益の計上に関するお知らせ」にて開示しましたとお

り、当社保有の株式会社エイエイエスケータリングの旧福岡工場の土地建物の売却により、個別決算に

おいて固定資産売却益 689,446 千円を、連結決算においてその他の固定資産の売却益を含めて、固定資

産売却益 690,119 千円を特別利益に計上いたしました。 

 （２）投資有価証券売却益（連結・個別） 

     2023 年５月 12 日付「投資有価証券売却益（特別利益）の計上に関するお知らせ」にて開示しました

とおり、政策保有株式の売却により投資有価証券売却益 173,724 千円を特別利益に計上いたしました。 

 （３）貸倒引当金戻入額（個別） 

     財務状況の悪化している子会社に対して、債権回収の可能性を勘案し、貸倒引当金を計上しておりま

すが、当該子会社に対する債権残高が減少したことにより、貸倒引当金戻入額 697,998千円を特別利益

に計上いたしました。なお、当該貸倒引当金戻入額につきましては、連結決算上消去されるため、連結

業績への影響はありません。 

 

２．特別損失の計上について 

 （１）減損損失（連結・個別） 

     「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、過去の業績及び今後の見通し等を勘案し、レストラン

店舗設備に係る固定資産等について、連結決算において減損損失 297,673 千円を、個別決算において減

損損失 274,573 千円を特別損失に計上いたしました。 



 （２）債務保証損失引当金繰入額（個別） 

     当社が債務保証し、かつ、財務状況の悪化している子会社に対して、債務保証損失引当金を計上して

おりますが、上記１．（３）のとおり貸倒引当金の対象債権残高が減少したことから、貸倒引当金戻入

額を計上し、債務保証損失引当金繰入額 238,400 千円を特別損失に計上いたしました。なお、当該債務

保証損失引当金繰入額につきましては、連結決算上消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 （３）子会社支援損失引当金繰入額（個別） 

     財務状況の悪化している子会社に対して、将来の損失に備えて子会社支援損失引当金を計上しており

ますが、上記１．（３）のとおり貸倒引当金の対象債権残高が減少したことから、貸倒引当金戻入額を

計上し、子会社支援損失引当金繰入額 360,613 千円を特別損失に計上いたしました。なお、当該子会社

支援損失引当金繰入額につきましては、連結決算上消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

３．法人税等調整額（益）の計上について（連結・個別） 

  今後の業績動向等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、連結決算において法人税等

調整額（益）342,660 千円を、個別決算において法人税等調整額（益）202,233 千円を計上いたしました。 

   

４．業績への影響について 

  上記の特別利益及び特別損失並びに法人税等調整額（益）は、本日公表の「2024 年３月期決算短信〔日本

基準〕（連結）」に反映しております。 

 

以上 


